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1.はじめに

情報ネットワークを安定して運用する為には，管理

対象のネットワークがどのような状態にあるかを適切

に把握する必要があり，それを支援する為の様々なツー

ルが存在する．これらのツールは，ネットワーク機器

から情報を収集し，分析・加工した結果を，管理者に分

かりやすく視覚化して提示する．このようなツールを

ネットワーク監視ツール（Network Monitoring Tool:
NMT）と呼ぶ．NMTは，特定の目的や用途において
管理者を強力に支援する能力を持っているが，管理者

が使用する際，どのような状況でどの NMTを用いれ
ば良いか，また監視対象に応じて NMTをどのように
配置すれば良いかを考慮する必要があり，そのために

は管理者が高度な知識を持たねばならなかった．

そこで本研究では，NMTを一つの情報資源とみな
して，更にこれを利用する為の利用支援機能，利用支

援知識を付加し，NMT自身が他のツールや人間であ
る管理者に対して能動的に支援を行う，能動的情報資

源（Active Information Resource: AIR）[1]とするこ
とで，管理者のネットワーク状態把握を効果的に支援

する手法を提案する．

2.関連研究

これまで，ネットワーク状態の把握のために，様々

なNMTの開発が行われてきた．例えば，Nagios[2]は
ネットワークの統合監視ソフトウェアであり，PINGや
HTTPなどのサービスの監視を行う．MRTG[3]はネッ
トワークの帯域利用状況などを可視化するツールであ

る．Swatch[4]はログを監視するツールであり，特定の
正規表現に反応してメールの送信などのアクションを

実行する．以上のようにツールごとに様々な特徴があ

り，これらを使いこなすことができれば非常に便利で

あるが，そのためには NMTを使用するための操作法
や知識を管理者が習得しなければならない．

一方で，我々はこれまで，AIRの持つ情報資源の利用
支援能力をネットワーク管理に応用したネットワーク管

理システムについて開発を行ってきた．まずAIRとは，
利用者が所有していた情報資源の利用や検索，加工と

いった機能やそのための知識を情報資源側に配置するこ

とで，情報資源が要求に対して能動的に動作し，利用者

の負担の軽減と情報資源の再利用が可能となる枠組みで

ある．そして，そのAIRをネットワーク管理に応用した
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図 1: NMT-AIRの概要

ものが，能動的情報資源に基づいたネットワーク管理

システム (AIR-based Network Management System:
AIR-NMS)[5]である．AIR-NMSは，ネットワーク構
成機器の状態情報をAIR化した I-AIRと，ネットワー
ク管理に関する経験的知識を AIR化した K-AIRから
構成される．まず I-AIRの動作は，ネットワーク状態
情報の取得・更新，要求に応じた情報の加工・提供，ま

た自身が持つ知識を使用して障害症状の検知を行うこ

とである．一方K-AIRの動作は，I-AIRと協調・連携
し，障害の原因特定や具体的な対策案を導出し，管理

者に提示することである．ここで，I-AIRの状態情報
の取得対象はネットワーク構成機器であるため，それ

がホストであるのか，ルータであるのか，プリンタで

あるのかなど，異なる環境からの情報の取得が必要で

あった．そこで，NMTを能動的情報資源とすることで，
ネットワーク構成機器からの状態情報の取得を NMT
を用いて行い，それぞれの環境に依存しない情報取得

を実現する．

3.NMT-AIRの提案

本稿では，NMTの持つネットワーク状態の把握の
ための支援能力を最大限に利用し，ネットワーク状態

情報の能動的な利用支援を行う，NMT-AIR(Network
Monitoring Tool AIR)を提案する．NMT-AIRの概要
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図 2: NMT-AIRにおける利用支援機能

を図 1 に示す．NMT-AIRは，NMT に対して利用支
援機能・利用支援知識を付加し，能動的情報資源とし

て構築する．また，NMT-AIR は，NMT を利用して
能動的にネットワーク状態情報の取得や障害症状の検

知を行うほか，NMT-AIR間で協調・連携することで，
多種多様な NMTの中から適切な NMTを選択すると
いった動作を行う．これにより，本来管理者が習得し

実行していた NMTの操作や設定，収集した情報の視
覚化方法の選択，状況に応じた適切な情報提示が可能

となる．

ここで，利用支援機能とは NMTの利用を支援する
ための機能であり，管理者が NMTに対して行う操作
を代行する操作機能，NMTからデータを取得・保存
する蓄積機能，分析結果に基づいて診断を行う診断機

能に分類する．各機能が実行されると，それぞれに対

応した NMTの支援能力が使用され，ネットワーク管
理の支援が行われる (図 2)．また，利用支援知識とは
NMTの利用に関する知識であり，設定ファイルに関す
る知識，エラーチェックに関する知識，設定を反映させ

るための知識，情報を理解するための知識，AIR間の
協調・連携のための知識などに分類する．

4.評価

NMT-AIR は，他の AIR や管理者からの要求に応
じて，利用支援動作を行う．本稿では，その例として

NMTのひとつである Nagiosを用い，操作機能のうち
監視対象となるホストを追加する機能について実装を

行った．実装環境にはリポジトリ型マルチエージェント

フレームワーク環境DASH/IDEA[6]を用いた．Nagios
において，ホストの追加は「設定ファイルの書き換え」，

「設定ファイルの検証」，「Nagiosの再起動」という操
作を必要とする．今回実装した NMT-AIRは，ホスト
の追加の要求と追加したいホストをメッセージとして

AIRに送信すると，設定ファイルに関する知識に基づ
いてそれを変更し，NMTを操作するための機能（操作
機能）によって，再起動を実行する．

実験では，管理者がNMT-AIRのインタフェースを用
いて，監視対象となるホストの追加を入力する．Nagios
のGUIよりホストの稼働状況を観測した結果，ホスト
の追加の要求前はローカルホストのみ監視されていたが

(図 3(a))，要求後は新たにホストが追加され，監視が行
われた (図 3(b))．実験より，NMT-AIRは他のAIRや
管理者より送信された要求に基づき動作し，NMT-AIR
の持つ利用支援機能・利用支援知識の効果を確認した．

localhostのみ監視中

(a) ホストの追加要求前

新たにホストが追加

(b) ホストの追加要求後

図 3: NMT-AIRを用いたホストの追加実験

5.おわりに

ネットワーク状態の適切な把握をより効果的に支援

するために，NMTを一つの情報資源とみなして，AIR
として構築する方法を提案し，設計および一部の機能に

ついて実装を行った．実験より，構築したAIR(NMT-
AIR)は他の AIRや管理者からの要求に基づき動作す
ること，また NMT-AIRの持つ利用支援機能・利用支
援知識の効果を確認できた．今後はホストの追加以外

の実装を進めるとともに，AIR間の協調・連携手法の
詳細化について検討を行う．
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